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体育科、保健体育科の目標は、体育や保健の見方・考え方を働かせ、課題を見付け、その

解決に向けた学習過程を通して、心と体を一体として捉え、生涯にわたって心身の健康を保

持増進し豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力を育成することである。 

指導に当たっては、児童生徒の発達の段階を考慮して、学校の教育活動全体を通じて適切

に行い、健康で安全な生活と豊かなスポーツライフの実現を目指した教育の充実に努め、特

に、学校における食育の推進並びに体力の向上に関する指導、安全に関する指導及び心身の

健康の保持増進に関する指導については、体育科、保健体育科の時間はもとより、家庭科、

技術・家庭科及び特別活動等においても、それぞれの特質に応じて適切に行うよう努めるこ

とが大切である。また、家庭や地域社会との連携を図りながら、日常生活において適切な体

育・健康に関する活動の実践を促し、生涯を通じて健康・安全で活力ある生活を送るための

基礎が培われるよう配慮することが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

【小 学 校】 

１ 体育科の指導の重点 

 
 (1) 体つくり運動系における指導内容を充実させよう 

ア 「体ほぐしの運動（遊び）」では、運動（遊び）を通して自己や仲間の心と体に向き合
い、心と体が関係し合っていることに気付くとともに、仲間と関わる楽しさを体験し、仲
間のよさを認め合うことができるように指導する。また、保健領域「心の健康」と相互の
関連を図って指導する。 

イ 低・中学年の「多様な動きをつくる運動（遊び）」では、運動（遊び）の楽しさを味わ
いながら体の基本的な動きを培う。高学年の「体の動きを高める運動」については、体の
柔らかさ及び巧みな動きを高めることに重点を置いて指導する。また、体つくり運動以外
の領域においても学習した結果として、より一層の体力の向上を図ることができるようにす
る。 

 (2) 発達段階に応じて各運動領域における指導内容の充実を図ろう 
ア 低学年では、各運動領域を「〇〇遊び」と示し、伸び伸びと体を動かす楽しさや心地よ
さを味わうことをねらいとした学習を行い、幼児教育との円滑な接続を図るようにする。 

イ 陸上運動系では、「走・跳の運動（遊び）」及び「陸上運動」については、児童の実態
に応じて「投の運動（遊び）」を加えて指導することができる。 

ウ 水泳運動系では、中学年において、水泳運動の楽しさや喜びに触れ、その行い方を知る
とともに、け伸びや初歩的な泳ぎ、もぐる・浮くこと等の基本的な動きを身に付けるよう
にし、高学年の水泳運動につなげていけるようにする。 

エ ボール運動系では、中学年の「ゴール型ゲーム」において、味方チームと相手チームが
入り交じって得点を取り合うゲーム及び陣地を取り合うゲームを取り扱うものとする。高
学年の「ゴール型」はバスケットボール及びサッカーを、「ネット型」はソフトバレーボ
ールを、「ベースボール型」はソフトボールを主として取り扱うものとするが、これらに
替えてハンドボール、タグラグビー、フラッグフットボール等、型に応じたその他のボー
ル運動を指導することができる。 

オ 表現運動系では、低学年において簡単なフォークダンスを含めて指導することができる。
中学年においてフォークダンスを、高学年においてリズムダンスを加えて指導することが
できる。 

カ オリンピック・パラリンピックに関する指導については、フェアプレイを大切にするな
ど、児童の発達段階に応じて、運動を通してスポーツの意義や価値等に触れることができ

体育、保健体育 

 

児童に心と体を一体として捉えさせるために、運動が心と体に様々な効果をもたらすこと、

心の健康が運動と密接に関係していること等を、具体的な活動を通して理解させる。また、児

童の発達的特性に合った運動の実践を通して、基礎的な身体能力を身に付け、運動の楽しさや

喜びを味わわせ、生涯にわたり学習する基盤が培われるようにする。さらに、運動領域と保健

領域を一層関連付けて取り上げ、児童の健康・安全についての理解をより深め、学習したこと

を家庭で生かすなど、進んで健康の保持増進と体力の向上を図ろうとする実践力を育てる。 
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るようにする。 
キ 集団行動については、各学年の各領域（保健を除く）において適切に行う。 

(3) 心と体の健康を重視した保健領域の学習指導をしよう 

ア 身近な生活における健康・安全について基礎的な内容を重視し、健康な生活を送る資質

や能力の基礎を培うことができるよう指導する。 

イ 体ほぐしの運動と心の健康、けがの防止や病気の予防と運動の実践等の指導に当たって、

運動領域と保健領域との密接な関連をもたせて指導する。 

ウ 知識についての指導に偏ることなく、資質・能力の三つの柱をバランスよく育むことが

できるよう、不安や悩みへの対処やけがの手当の実習を取り入れるなどの学習過程を工夫

する。 

２ 主体的・対話的で深い学びを引き出す体育科の学習指導 

 (1) カリキュラムの工夫の視点に基づいた指導計画を立てよう 

ア 運動領域と保健領域の指導内容の関連を踏まえること、体育・健康に関する指導につなが

る健康安全・体育的行事等との関連についてなど、６年間の見通しをもった年間指導計画を

作成する。 

イ 指導方法を工夫して必要な知識及び技能の習得を図りながら、児童の思考を深めるために

発言を促したり、気付いていない視点を提示したりするなど、学びに必要な指導の在り方を

追究し、必要な学習環境を積極的に設定していく。 

ウ 障害のある児童への支援や実生活へのつながりを充実する観点から、活用可能な人的･物

的資源との連携を図り、指導の充実につなげる。 

(2) 課題解決に向けた学習を展開しよう 

 ア 自ら粘り強く取り組み、考察するとともに学習を振り返り、課題を修正したり、新たな

課題を設定したりするなどの主体的な学びを促す。 

 イ 児童が他者との対話を通して、自己の思考を広げたり、深めたりするなどの対話的な学

びを促す。 

 ウ 主体的・対話的な学びの過程を通して、自己の運動や健康についての課題を見付け、解

決に向けて試行錯誤を重ねながら、思考を深め、よりよく解決するなどの深い学びを促す。 

(3) 効果的にＩＣＴを活用しよう 

 ア 運動学習への従事時間が損なわれないよう十分に配慮しながら、三つの資質・能力の何

を育成するものなのか、ねらいや効果を検討し、導入する。 

 イ 自分の動きを確かめる場面や仲間の動きの画像をもとにアドバイスをする場面、グルー

プの動きが撮影された画像をもとに、思考し判断し表現する場面等、学習場面に応じて、

ＩＣＴを効果的に活用する。 

(4) 学習評価の充実を図り、指導と評価の一体化を実現しよう 

ア 学習指導要領の目標や内容、児童の実態等を踏まえて、単元の目標や評価規準を作成し、

評価場面や評価方法等を計画する。技能に偏らずバランスのとれた分かりやすい評価項目

を示す。 

イ 児童のよい点や進歩の状況等を積極的に評価し、学習したことの意義や価値を実感でき

るようにする。 

ウ 学習活動の中に、児童が学習の過程や結果を振り返るための自己評価や相互評価を位置

付け、それをもとに学習指導の改善・充実を図る。 

 

 
身に付けさせたい力等 
・ ボールを持っていない時の動きを工夫することができる。 
・ ルールを工夫したり、攻め方を選んだりするとともに、考えたことを他者に伝えること
ができる。 
活動例＜的あてシュートゲーム＞ 
・ 二重円の中心に的（コーン・段ボールの箱等）を置き、円と円の間に守備２人、円の外
側に攻撃３人を配置する。二重円の大きさや、行動範囲等、自分たちで工夫したルールを
考える。 
・ どこに動けば自分の目の前が空くか声をかけ合いながら、ボールを持たない時の動きを
工夫する。 
・ 撮影した動画を活用して、他者や自分の動きを振り返る。 

主体的・対話的で深い学びの視点からの授業の工夫・改善（２年 ボールゲーム） 
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運動の合理的な実践を通して、運動の楽しさや喜びを味わい、運動を豊かに実践することができるよう

にするため、運動、体力の必要性について理解するとともに、基本的な技能を身に付けるようにする。運

動についての自己の課題を発見し、合理的な解決に向けて思考し判断するとともに、自己や仲間の考えた

ことを他者に伝える力を養う。運動における競争や協働の経験を通して、公正、協力、責任、参画、一人

一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てるとともに、健康・安全に留意し、自己の最善を尽く

して運動をする態度を養う。 

【中 学 校】 

１ 保健体育科の指導の重点 

体育分野 

 

 

 

 

 

(1) 系統性を踏まえた指導内容の見直しと、年間指導計画の作成をしよう 

小学校段階との接続及び高等学校への見通しを重視し、12年間の系統性を踏まえた指導内 

容の見直しを図るとともに、３年間の見通しをもった年間指導計画の作成をする。特に各領 

域における「思考力、判断力、表現力等」及び「学びに向かう力、人間性等」の指導内容の 

重点化を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 運動やスポーツの多様な楽しみ方の学習や個に応じた指導を充実させよう 

  ア 体力や技能の程度、性別や障害の有無等に関わらず、運動やスポーツの多様な楽しみ方

を共有することができるよう指導内容の充実を図るとともに、共生の視点を重視する。障

害のある生徒等については、学習活動を行う場合に生じる困難さに応じた指導内容や指導

方法の工夫を計画的、組織的に行うようにする。また、第３学年の領域の選択に当たって

は、安全を十分に確保した上で、生徒が自由に選択して履修することができるよう配慮す

る。 

  イ 生徒一人一人が学習内容を確実に身に付けることができるよう、学習内容の習熟の程度

に応じた指導、個別指導との連携を踏まえた教員間の協力的な指導等の指導方法や指導体

制の工夫改善を通して、個に応じた指導の充実を図る。 

 (3) 体力の向上を目指そう 

運動やスポーツの習慣化につながるよう、「体つくり運動」の学習を通して、体を動か 

す楽しさや心地よさを味わわせるとともに、健康や体力の状況に応じて体力を高める必要 

性を認識させる。さらに、「体つくり運動」以外の運動に関する領域においても、学習し 

た結果として、より一層の体力の向上を図ることができるようにする。 

保健分野 

(1) 多様な指導方法を工夫しよう 

ア 小学校及び高等学校との系統性ある学習指導に取り組み、必要に応じて養護教諭等との

連携・協力を得て指導する。生徒の興味・関心を高めるような内容を取り扱い、思考を深

める発問を用意する。また、日常生活に関連が深い教材や教具を使用したり、事例等を用

いたディスカッションやブレインストーミング等の授業展開を取り入れたりすることで、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高等学校 中学校 小学校 幼稚園 

各種の運動の 
基礎を培う時期 
小１～小４ 

多くの領域の学習を
経験する時期 
小５～中２ 

卒業後も運動やスポーツに 
多様な形で関わることが 
できるようにする時期 

中３～高３ 

【指導内容の体系化・系統化】 

資質・能力の育成  

豊かな 

スポーツライフ 

の実現 

様々な遊びの

体験を行う 

個人生活における健康・安全について理解するとともに基本的な技能を身に付けさせ、健康について

の自他の課題を発見し、よりよい解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養い、生涯

を通じて心身の健康の保持増進を目指し、明るく豊かな生活を営む態度を養う。 
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身に付けさせたい力等 
・ 自己や仲間の課題を見付け、合理的な解決に向けた取り組み方を工夫するとともに、自己
の考えたことを他者に伝えることができる。 

・ 習得した技能や行い方の汎用性を捉え、他の運動種目の動きにおいて活用できるように意
識を高める。 

活動例 
・ 自分が跳んでいる動画を視聴し、自己の動きを分析して課題を設定する。 
・ 他者とペアやグループになって、自己の課題に応じた練習方法を考え、工夫しながら練習
する。 

・ 走り高跳びの技能（助走・踏み切り・空間動作等）や行い方が、他の運動種目の動きに活
用できるか話し合い、試行し、その関連を考察する。 

生徒が身近な問題として積極的に学習に取り組めるようにする。 

イ 実習を取り入れる際には、技能の習得だけでなく、その意義や手順等の指導内容を理解

できるように留意する。 

(2) 体育分野との相互の関連を図ろう 

健康な生活と運動やスポーツとの関わりを深く理解させたり、心と体が密接につながって 

いることを実感させたりするために、「体つくり運動」や「水泳」等の体育分野の学習と関 

連付けた保健分野の学習指導を充実させる。 

２ 主体的・対話的で深い学びを引き出す保健体育科の学習指導 

(1) 学びに必要な指導の在り方を工夫しよう 

  ア 興味や関心を高め、課題の解決に向けて粘り強く自ら取り組み、学習内容を考察し、課

題の修正や新たな設定ができる指導内容を計画する。特に「見方・考え方」を働かせる学

習過程を工夫することによって、より質の高い深い学びにつなげる。また、単元等内容や

時間のまとまりを見通しながら、授業改善を行う。 

  イ 必要な知識及び技能を指導しながら、生徒の思考を深めるために発言や意見交換を促し

たり、気付いていない視点を提示したりするなど、必要な学習環境を積極的に整備していく。   

(2) 効果的にＩＣＴを活用しよう 

 ア 体育分野においては、情報の収集やデータの管理・分析、課題の発見や解決方法の選択、

保健分野においては、健康情報の収集、健康課題の発見や解決方法の選択等で活用する。 

 イ 運動の実践では、活動そのものの低下を招かないよう留意する。また、ＩＣＴの使用と

健康との関わりについて取り扱うことにも配慮する。 

(3) 言語活動を重視し、コミュニケーション能力や思考力の育成を促そう 

筋道を立てて練習や作戦、健康の保持増進や回復について話し合う活動等、知識を活用し 

て思考する機会や、思考し判断したことを他者に伝える機会等を適切に設定する。 

 (4) 具体的な体験を伴う学習の工夫をしよう 

習得・活用・探究という学びの過程を通し 

   て、試行錯誤を重ねながら思考を深め、運動  

   や健康についてよりよく解決するなどの深い 

     学びを促す。そのために、体育分野と保健分 

     野、保健体育科以外の教科や特別活動等の学 

     習内容を関連付け、家庭や地域にも学習の場 

     を広げて、体験を交えながら学習を深めてい 

     けるような工夫をする。 

(5) 学習評価の充実を図り、指導と評価の一体化を実現しよう 

  ア 生徒のよい点や進歩の状況等を積極的に評価し、学習したことの意義や価値を実感でき

るようにする。 

  イ 単元や題材等内容や時間のまとまりを見通しながら評価の場面や方法を工夫し、学習の

過程や成果を評価し、指導の改善や学習意欲の向上を図る。 

 

 

   

 

主体的・対話的で深い学びの視点からの授業の工夫・改善（中３ 走り高跳び） 

 

基礎的・基本的な技能や知識を 
身に付ける 

【習得型】  

身に付けた技能や 
知識を生かす 
【活用型】  

生徒が自ら考え 
工夫する 

【探究型】  
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